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地域力、福祉力、市民力　チカラをあつめる、つなぐ、高める、広げる～市民が主体の地域づくりを！
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・運営会員 21名　賛同会員102名　発行 800部　会員・県内市民活動支援センター・自治体等にお届けしています。

仕事の経験やスキルを活かしたボランティア「プロボノ」に、社会人ボランティアと習志
野市内の市民活動団体がチームとなり、約3ヶ月間のプロジェクトで取り組みました。
6チームのプロボノワーカーと団体から活動内容を報告します。
日　時　2025.2.11（火・㊗）　9:30～11:30
参加費　無料　　　Zoom参加のみ
申込み　右のフォームよりお申込みください→

1年のしめくくりに
寄付で伝えるあなたの思い

「ならしのプロボノチャレンジ2024」活動報告会　Zoom参加者募集

千葉を応援する気持ち、寄付や会費でNPOクラブに託してください
NPOクラブでは、千葉県内の市民活動やNPOに関する情報発信や簡単な相談対応を行っています。地域の市
民活動団体がもっと活動しやすくなるように…地域で活躍する人が増え、つながり、もっと暮らしやすくなるように…
NPOクラブは地域力を高める活動を支援します。
寄付　　　　　　   1口　3,000円
年会費（賛同会員）　1口　団体会員 5,000円、個人会員 3,000円
※NPOクラブは認定NPO法人です。賛同会費・寄付は税制優遇の対象となります

能登の復興をお買い物で応援！ 募金箱も設置します。
「虹いろフェスタ2024」のNPOクラブブースで、能登半島地震、豪雨で大きな被害
を受けた障がい者福祉事業所（珠洲市、金沢市）を支援するため、レトルトカレーと
手作り小物を販売します。ほかにも楽しい出展がたくさん。ぜひご来場ください！
日　時　2024.12.8日　11:00～14:00
会　場　生活クラブ虹の街　本部
　　　　（千葉市美浜区真砂5-21-12　駅からの無料送迎バスあり）
参加費　無料（要事前申込み）

千葉県ではおしどりの里を育む会（富里市）とＮＰＯクラブが協働で取組んでいます。
生物多様性ガーデン「自然保護から持続可能な地域づくりへ」をテーマに、おしどり伝
説の地で遊休田の再湿地化、城址の山林再生活動を通じて、自然と共生した里山
づくりを行っています。2024年10月からの1年間のプログラムでは、
多くの子どもたちや市民に希少な草花、ホタル、サシバが生息する里
山の豊かな環境に触れていただきます。

SAVE JAPANプロジェクトは、全国各地の「いきものが住みやすい環境づ
くり」を行うプロジェクトです。環境NPOやNPO支援センター、日本NPO
センター、損保ジャパンが協働で、市民参加型のプログラムを実施しています。

■詳しくはこちら→

■詳しくはこちら→

■詳しくはこちら→

令和５年度千葉県NPO法人実態調査より

人材育成と担い手確保のために

　令和 5 年度千葉県ＮＰＯ法人実態調査で「法人運
営上の課題」への回答の上位３つは「団体内全体が
高齢化している」「特定の個人に作業が集中する」「役
員や職員が不足している」で、いずれも回答した団体
の約半数となっています。
　一方で、「活動の評価・見直し・改善が出来ていない」
「地域住民の理解が得られない」「自分たちの活動をう

まく PR する方法がない」「地域の他機関との連携がう
まくいかない」との回答は５～ 14％と低く、課題認識が
不足しているように思われます。「症状」に対しての課題
感はあるが、「処方箋」が作れていない状況がうかがえ
ます。
　人材を育成するためには、自分たちの団体の活動内
容の評価、分析を進めるとともに、どうやったら課題となっ

ている「人材育成や担い手確保」
ができるのか、あらためて「事業戦略」
を作ることが必要ではないでしょうか。
　これまでの活動の成果や、企業や
他の団体にはできないこと等、団体
としての強みは何か、課題は何かと
いう視点を持って評価、分析を行う
ことを通して、団体としての「ありた
い姿」を設定した上で、周囲の人の
理解と共感を得るような働きかけをす
ることが大切だと思われます。
　例えば、高血圧の人はお医者さま
に、血圧を測って記録することを勧
められ、健康になるための目標値を
設定し、それに向けて生活の見直し
をすると思います。団体の運営と重な
りませんか。課題認識だけあっても
解決には至りません。
　千葉県市民活動団体マネジメン
ト事業で開催した松本祐一さん
（NPO 法人ＮＰＯサポートセンター
代表理事）の講座内容（中面記事）
をもとに、団体内メンバー内で活動
内容の見直しと戦略づくりを一緒に
進めませんか。
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〔法人運営上の課題〕 

設問７ 貴法人の法人運営上の課題は何ですか。あてはまる番号すべてに✔を記入してくだ 

さい。 

 

（結果概要） 

 法人運営上の課題については、「団体内全体が高齢化している」が 49.4％と最も多い。ま

た、「特定の個人に責任や作業が集中する」（45.7％）や「役員や職員が不足している」（40.2％）

「リーダーや後継者が育たない」（40.0％）など、組織の人材に関する課題が高い値となって

いる。 
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１．役員や職員が不足している

２．参加してくれるボランティアが不足している

３．特定の個人に責任や作業が集中する

４．リーダーや後継者が育たない

５．団体内全体が高齢化している

６．役員や職員が忙しく、団体の活動時間

       が取れない

７．活動資金が不足している

８．活動場所の確保が難しい

９．活動や団体の運営管理に必要な

    専門的知識が不足している

１０．活動の評価・見直し・改善が出来ていない

１１．自治体の施策や民間の助成金等に

            ついての情報が得にくい

１２．外部に活動や運営方法等の相談が

できる適当な相談者や相談機関がない

１３．地域住民の理解が得られない

１４．地域の他団体・他機関との連携が

           うまくいかない

１５．自分たちの活動をうまくPRする方法がない

１６．その他

設問７ 法人運営上の課題

R3（n=765） R4（n=771） R5（n=591）



団体の未来をつくる事業戦略づくり
～人材育成と担い手確保のために～

松本祐一さん（NPO法人NPOサポートセンター代表理事）に、千葉県市民活動団体マネジメント事業の一環で、9月14日
にJR西船橋駅前の「まいぷれBASE」でご講演いただきました。
活動・事業内容は違っても、多くの団体に共通するテーマであり、講演内容は、次の一歩へのヒントになるのではないでしょうか。

今後、どうなるかよくわからない世界の中で、どうしたら長期的・本質的な成果を生み出せるか？
●なるべく多様な選択肢があったほうがよい、しかも常識にとらわれないものがよい
●色々なことをやっているけど、筋が通っている、軸がぶれない
この２つを同時に実現しようとするのが「戦略」であり、人材を確保し、育成するためにも重要

講座のゴール
担い手をひきつける団体にモデルチェンジするために、団
体の「今」をとらえなおし、未来をつくる事業のあり方を考
える。

ＮＰＯらしさと戦略の考え方

ホームレス支援を例にすると

企業や行政にはない
「飛躍的な発想」

社会課題の解決のためには、NPO 単体の活動だけで
はなく、ＮＰＯがコーディネーターとなって、様々な組織・
機関の連携を進めることが大切である。

先の見通せない社会の中で、「誰もが被害者になり加害
者」になることが考えられる。それぞれが抱える問題を「自
分事」として捉え、自発的に声を上げ、「共感」の輪を
広げ「みんなの」問題として、解決を図っていくことに「Ｎ
ＰＯらしさ」がある。

ＮＰＯが事業を進める上では、様々な社会的要素が関
わってくる。「想定外」と思えることに対応できる力が必要。

戦略を考えるために
団体のメンバーでワークシートに
書き込んでみよう！

それぞれのセクターの経営管理上の意思決定の基準は
企業＝営利目的　行政＝平等・公平　ＮＰＯ＝多元的

活動する中で新たな
課題が見つかる1
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